
2019 年４月　議会だよりだいせん 56 号　12

♢賛否の分かれた議案◇
３月定例会	 ○は賛成、×は反対あるいは保留
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結　果

工事請負契約の締結について（保健福祉セン
ターなわ空調設備更新工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

平成 30年度大山町一般会計補正予算（第
13号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

大山町ふるさと応援基金条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成12人可決

平成31年度大山町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成13人可決

平成31年度大山町住宅新築資金等貸付事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

平成31年度大山町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

平成31年度大山町国民健康保険診療所特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

教職員の長時間過密労働の解消を求める陳情 ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 賛成10人採択

教職員の長時間過密労働の解消に向けた意見
書の提出 ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ 賛成８人可決

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」
の継続を求める陳情書 × × × × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 賛成７人不採択

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の
継続を求める意見書の提出 × × × × × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○ 賛成６人否決

◇全会一致で可決・同意の議案◇
１月臨時会	 条例（１件）、補正予算（１件）、指定管理者の指定（４件）
３月定例会	 条例（11件）、補正予算（13件）、計画（３件）、町道路線認定承諾（１件）、協議（２件）、諮問（２件）
議案の議決は、杉谷洋一議長を除く15人で行います。

一目でわかる審議結果 １月臨時会
３月定例会
提出議案

みなさんからの陳情はこうなりました
３月定例会で審査した陳情の採択結果を報告します。

題　　　名 提　出　者 委員会の意見・結果（付託：教育民生常任委員会） 本会議採決結果

陳
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教職員の長時間過密労働の
解消を求める陳情

鳥取県ゆきとどいた
教育を進める会
会長　市谷　尚三

　教職員の長時間過密労働は、中央教育審議会の答申
にある「1年単位の変形労働時間制」では解消できず、
定数改善などの抜本的な改善が必要である。全会一致
で採択。

採択
採択10人
不採択５人

後期高齢者の医療費窓口負
担の「原則 1割」の継続を
求める陳情書

鳥取県社会保障推進
協議会
会長　藤田　安一

　社会保障費が増加するなか、負担増もやむをえない
という意見もあったが、75歳以上の高齢者は収入も
限られることや、負担増は医療機関への受診阻害をも
たらし、生命の危機を招くとの意見もあった。採択 4
人、不採択1人で、採択。

不採択
採択７人
不採択８人
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